
◆佐倉市の文化財について

注：一部の写真については、使用許諾の都合上、会議記録には掲載していません。



文化財の分類・体系について

▶文化財とは？
・地域らしさや特徴をあらわす
歴史文化を今に語るもの

・神社仏閣・住宅などの歴史的建造物や
絵画・彫刻・古文書などの美術工芸品、
祭礼や芸能などの民俗文化財、
貝塚・古墳・城跡などの史跡、
庭園などの名勝地などがあり、
様々なジャンルにわたる。

▶文化財の分類
文化財保護法や千葉県文化財保護条例、
佐倉市文化財保護条例などの制度で、
次のように分類することができる。



文化財の分類・体系について

【有形文化財】

▶建造物
神社・仏閣・城郭・住宅・近代建築など

▶美術工芸品
絵画・彫刻・工芸品・書籍・典籍・
古文書・考古資料・歴史資料など

松林寺「本堂」（千葉県指定）

「旧川崎銀行佐倉支店」（千葉県指定）



文化財の分類・体系について

【有形文化財】

▶建造物
神社・仏閣・城郭・住宅・近代建築など

▶美術工芸品
絵画・彫刻・工芸品・書籍・典籍・
古文書・考古資料・歴史資料など

教安寺「紙本著色釈迦涅槃図」（市指定）



文化財の分類・体系について

【有形文化財】

▶建造物
神社・仏閣・城郭・住宅・近代建築など

▶美術工芸品
絵画・彫刻・工芸品・書籍・典籍・
古文書・考古資料・歴史資料など

千手院「金銅五鈷杵」（市指定）



文化財の分類・体系について

【無形文化財】

演劇、音楽、工芸技術など

武術「立身流」の形（千葉県指定）



文化財の分類・体系について

【民俗文化財】

▶無形民俗文化財
衣食住、生業、信仰、年中行事
等に関する風俗風習、民俗芸能、
技術

▶有形民俗文化財
無形民俗文化財に用いられる衣服・
器具・家屋など

西福寺「坂戸の念仏」（千葉県指定）

甲賀神社「甲賀神社の鹿面」（千葉県指定）



文化財の分類・体系について

【記念物】

▶史跡
貝塚・古墳・都城跡・旧宅などの
「遺跡」

▶名勝
庭園・橋梁・峡谷・海浜・山岳などの
「名勝地」

▶記念物
動物・植物・地質鉱物等

「旧堀田正倫庭園」（国指定）

「夫婦モッコク」（県指定）



文化財の分類・体系について

【佐倉市市民文化資産】

＊地域住民の手で継承されてきた各地域の
個性を表す歴史、文化、自然にかかわる
文化遺産

▶生活文化資産

▶自然文化資産

▶芸術文化資産

「田町の御神酒所」（生活文化）



佐倉市の歴史と文化財

【原始・古代】

▶ナウマンゾウの化石
飯野や神門から出土
３月２５日まで弥富公民館で展示中

▶井野⾧割遺跡
井野小周辺、縄文時代の集落跡。
環状盛土や人びとが暮らした痕跡が
多く出土。

▶六崎大崎台遺跡
ＪＲ佐倉南、弥生時代の集落。
大規模な集落と集落全体を囲む
環濠（かんごう）が見つかる

六崎大崎台遺跡

ナウマンゾウの牙



佐倉市の歴史と文化財

【原始・古代】

▶山崎（やまのさき）ひょうたん塚古墳
全⾧３７メートルの前方後円墳
一定の勢力を持つ人物が葬られたか

▶墨書土器の出土
佐倉を含む印旛一帯に多く出土
古代の人々の信仰や生活の姿を知る
手掛かり

仏面墨書土器（和田ふるさと館にて展示）

山崎ひょうたん塚古墳



佐倉市の歴史と文化財

【中世（平安末～安土桃山）】

▶千葉氏の台頭
・鎌倉幕府の成立にともない千葉常胤が
有力御家人の地位を確立。

・在地領主にかわって佐倉市域を支配

▶本佐倉城と臼井城
・本佐倉城
戦国時代、千葉氏の新たな本拠地として
築城される。

・臼井城
２度の大きな合戦が起こる。

臼井城跡

千葉常胤



佐倉市の歴史と文化財

【中世（平安末～安土桃山）】

▶徳川家康の関東入封と佐倉
・小田原北条氏の滅亡にともない、
千葉氏・原氏は命運をともにする

・代わって徳川家康が関東を支配
佐倉市域にはその家臣や一門が配置

▶中世城郭の廃城
・家康が全国支配を進める中で大名や家臣
団の再配置が行われると中世の城郭は姿
を消していく。

岩富城跡

三鱗紋蒔絵四重椀（「岩富城主北条氏勝寄進資料」
（宝金剛寺蔵）のうち）（市指定）



佐倉市の歴史と文化財

【近世（江戸時代）】

▶佐倉城の築城と城下町の整備
・１６１０年、土井利勝が佐倉の領主に
・翌年から７年かけて佐倉城を築城。

・同時に、現在の市立美術館のある
新町通りを中心とする城下町も整備。

▶佐倉藩の特色
・佐倉城は江戸を守る要衝の一つとして数
えられ、有力な譜代大名が置かれる。

・多くの藩主を輩出したのが堀田氏。
幕末の老中・正睦（まさよし）が有名

佐倉城復元CG

堀田正睦土井利勝



佐倉市の歴史と文化財

【近世（江戸時代）】

▶佐倉と蘭学
・１８４３年、蘭方医の佐藤泰然が佐倉に
蘭医学塾診療所の「順天堂」を開く。

・最先端の医学教育とその実践が行われる。
現在は「佐倉順天堂記念館」として公開。

佐藤泰然

佐倉順天堂記念館



佐倉市の歴史と文化財

【近現代】

▶城下町から連隊の町へ
・佐倉城に陸軍の兵営所が設置される
・歩兵第２連隊、第５７連隊が置かれる

▶堀田正倫と佐倉
・最後の藩主、正倫（まさとも）が旧領地
である佐倉に邸宅（旧堀田邸）を構え、
農事試験場を開設。

・佐倉中学校（現佐倉高校）に多くの支援
を行うなど教育振興にも尽力。

佐倉連隊兵営所航空写真

堀田正倫



佐倉市の歴史と文化財

【近現代】

▶城下町から連隊の町へ
・佐倉城に陸軍の兵営所が設置される
・歩兵第２連隊、第５７連隊が置かれる

▶堀田正倫と佐倉
・最後の藩主、正倫（まさとも）が旧領地
である佐倉に邸宅（旧堀田邸）を構え、
農事試験場を開設。

・佐倉中学校（現佐倉高校）に多くの支援
を行うなど教育振興にも尽力。

旧堀田邸

佐倉高校記念館



佐倉市の歴史と文化財

【近現代】

▶佐倉の祭礼文化
・東京日本橋から江戸型山車を購入
・各町で御神酒所を制作し引き廻す

▶佐倉市の誕生
・１９５４年、佐倉町、臼井町、志津村、
根郷村、和田村、弥富村が合併し誕生。

・１９７１年、黒川紀章の設計による
市庁舎の建設。

・国立歴史民俗博物館の開館。
武家屋敷、佐倉順天堂記念館、
旧堀田邸などの文化財施設の整備・
公開

各町の江戸型山車

国立歴史民俗博物館



まとまりとして文化財を捉える

【日本遺産とストーリー】

▶関連する文化財を結びつける試み
・「日本遺産」
点在する文化財を、それぞれに共通する
歴史文化で結びつける「ストーリー」を
通じてパッケージ化。



まとまりとして文化財を捉える

【日本遺産とストーリー】

▶関連する文化財を結びつける試み
・「日本遺産」
点在する文化財を、それぞれに共通する
歴史文化で結びつける「ストーリー」を
通じてパッケージ化。



まとまりとして文化財を捉える

【歴史文化と関連文化財群】

▶歴史文化
・地域の歴史や文化にまつわるコンテクスト。
・地域に固有の風土のもと、先人によって生み
育まれ、時には変容しながら現代まで伝えら
れてきた知恵・経験・活動等の成果及びそれ
が存在する環境を総体的に把握した概念

▶関連文化財群
・指定・未指定に関わらず多種多様な文化財を
歴史文化に基づく関連性、テーマ、ストー
リーにより一定のまとまりとして捉えたもの。



▶関連文化財群
の設定

地域性
×

時代性



将来のあるべき姿

＊計画の策定を通じて生まれる理想的な姿とは？

【あるべき姿】
・文化財の保存・活用への理解・共感が深まる

・文化財、地域の歴史文化の確実かつ有意義な継承につながる

▶理解・共感
次世代を担う人々が文化財、地域の歴史文化を重要なものであることを
認知してもらう。それが広く伝播し、幅広く共感が生まれる。

▶確実かつ有意義な継承
理解・共感してくれた人の中から保存・活用にも参画し担い手となる人を生む。
それが継続されるよう、体制の確立と支援を後押しする。


